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篠崎町七丁目町会
(東京都江戸川区)

発災対応型防災訓練キーワード(活動内容)

まちづくり協議会、子供会、ＰＴＡ、老人会、コンサルタント、区、消連携状況

防署、消防団、警察署等と連携している。

活 動 概 要

１．活動の経緯

本町会は昭和３０年代からのミニ開発により、行き止まり私道の木造密集地を多く抱

えている。また、住民の高齢化が問題とされる一方で、地下鉄の開通による高層マンシ

ョンが建設され、それによる新住民が増加している。

昭和５０年代には市民消火隊が存在し、簡易式の消防ポンプで防災訓練を行っていた

が、近年は活動していなかった。

しかし、阪神・淡路大震災によって防災意識の重要性が再認識され、町会役員を中心

に、消防署、消防団の指導を受け、消防ポンプを活用した訓練を行ってきた。

また、平成１０年に発足した「まちづくり協議会（テーマ：区画整理による災害に強

いまちづくり 」と連携して自主防災訓練を企画実施した。）

なお、町会の会員数は、平成１３年現在で９００世帯(地区内１，３００世帯)に達し

ている。

２．活動の内容

(1) 防災まちづくり訓練

まちづくり協議会・区・消防署・警察署等の指導を仰ぎながら、ＰＴＡ・子供会・老

、 （ ） 。人会等と連携して 防災まちづくり訓練 同時多発・発災対応型防災訓練 を実施した

いざという時に備えて「困った時に支えあえる地域 「災害に強いまち」をテーマに、」

地域住民主体で企画・立案実施したものである。

(2) 歳末特別警戒パトロール

町会の防犯部、防火部共催で町会員、ＰＴＡ、中学生、子供会等延べ１６０人から２

００人が毎年１２月２１日から２９日まで歳末特別警戒パトロールを実施している。

(3) 防災図上訓練

まちづくり協議会等とともに防災図上訓練を実施している 「いざと言う時に役立つ。

災害対策を考える」をテーマに、地域の災害対策の組織化と緊急時にどのような事がで

きるかを検証している。
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３．活動における苦労・課題

防災まちづくり訓練を企画する際に苦労した点は以下のとおりである。

(1) 会場の公園、校庭、ＰＴＡ、子供会等への協力依頼はスムーズにいったが、消防署・

警察署に対しては実施日時や内容の連絡調整を早期に行う必要があり、時間的制約のも

とでの調整に苦労した。

(2) 形骸化した訓練には住民の関心を呼ぶことはできないことから、インターネットなど

を活用して様々な情報を入手して内容の工夫を図った。

(3) 住民自身が自主的に参加しやすい企画としたが、発災対応型防災訓練の事例が少ない

ために、事前に時間をかけて十分な打ち合わせを行った。

(4) 多数が参加する訓練には事故の防止に配慮する必要があるため（特に子供とお年寄り

の交通事故など 、警備等に人数を要した。）

４．今後の予定

本町会では一層のコミュニティの拡充を図るとともに、毎年防災訓練を実施していき

たい。平成１４年には自主防災組織を立ち上げる予定で、その中で防災ボランティア、

防災リーダーの育成を目指す予定である。

資 料 一 覧

資料１ (写真)防災まちづくり訓練風景

①消火器訓練

②救出訓練１

③救出訓練２

④応急救護訓練

⑤負傷者搬送訓練

⑥炊き出し訓練

資料２ 防災まちづくり訓練タイムスケジュール

資料３ 図上訓練タイムテーブル

団体連絡先

篠崎七丁目町会役員(佐藤)担 当 者

〒133-0061 江戸川区篠崎町７－５－３住 所

０３－３６７８－１３４２Ｔ Ｅ Ｌ

０３－３６７８－１５０２Ｆ Ａ Ｘ

y-knit@gem.hi-ho.ne.jpメ ー ル
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資料２ 防災まちづくり訓練タイムスケジュール 
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